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町民の皆さんのために（町長からの回答）

町長からの回答

　2月 16日に開催した「松前町議会　報告＆意
見交換会」では、参加者から町に対する様々な要
望が出されました。
　多くの要望があったため、議会で検討して５点
に絞り、回答を町長からいただきました。
　なお、すべての要望を町長に提出し、今後の施
策で実現されるようお願いしています。

　国際基準では、原子力災害発生時に避難が必要となるのは原子力発電所からおおむね 30
㎞圏内とされており、伊方原発から 30㎞圏外に位置する本町では地域防災計画や避難計画
の策定義務はありません。
　しかし、伊方原発から５㎞圏内に位置する伊方町民の避難を受け入れる必要があることか
ら、地域防災計画に「原子力災害対策編」を策定しています。これらの見直しについては、
国の原子力災害対策指針の改定による国や県の防災計画等の見直しに合わせ、適宜見直すこ
ととしています。
　避難所計画については、能登半島地震の避難所運営、国の防災基本計画や取組指針等の改
定を踏まえ、令和７年度からの３年間で、避難所ごとの運営マニュアルを策定していきます。

　防犯灯は、本来、地域の防犯のため、自治会が設置すべきと考えていますが、町では自
治会の負担を軽減するため、設置に係る工事費を全額負担しています。設置後の所有権と
電気代の支払いは自治会ですが、町が修繕費を負担しています。
　令和４年度に全灯 LED 化が完了し、従来必要であった蛍光灯や電球の球替えも不要と
なり、自治会の負担が軽減されました。
　電気代や維持管理費において自治会の負担が発生するため、自治会（区長）からの申請
を受けて対応しています。ただ、区長からの申請ごとに取り付けるのではなく、申請を取
りまとめて設置をしています。
　限りある予算の中で、町道など不特定の人が通行する道やその交差点を優先しており、
その他の場所においては、職員と自治会とで現地立会の確認のうえ決定します。
　また、農地の近接する部分への設置は、光害による作物への発育障害が懸念されるので、
地域との協議を要します。
　恋泉通りの歩道照明については、町のメイン道路で、自動車交通も多いことから、自転
車や歩行者の安全のために設置したものです。現在の照明の位置が運転者には眩しいとの
意見もありますので、交差点付近の道路照明にダークなフィルムを貼ることで、より照度
を抑えて今後の状況を確認させていただきたいと思います。

防災計画（特に原発に関して）や避難所計画の見直しは？

街灯（防犯灯）設置についての考えは？
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町長からの回答

　災害が発生した際に自ら避難することが困難な方々（障がいのある方のほかに、65歳以
上の高齢者、難病指定のある方）の名簿となる避難行動要支援者名簿を作成しています。令
和６年度では、要支援者 798人のうち情報提供の同意者 643人の名簿について、自主防災
組織、民生委員・児童委員、社会福祉協議会等へ順次配布を行い、災害時の避難支援に活用
します。
　この名簿を踏まえ、障がい者や高齢者等の避難行動要支援者一人ひとりの状況に合わせて、
災害時に「誰が支援して」、「どこに避難するか」、「避難するときにどのような配慮が必要に
なるか」などを記載した個別の避難行動計画（個別避難計画）を策定しています。
　避難行動要支援者の個別避難計画により避難することになります。
　避難行動要支援者名簿に掲載されている方のうち、個別避難計画未策定の方については、
明確な避難方法が定まっていないことになります。このため、引き続き自主防災組織や民生
委員・児童委員と協力するとともに、町内の居宅介護事業所や障がい者相談支援事業所など
とより一層連携し、実効性のある個別避難計画の策定に努めていきます。

　放課後児童クラブは、保護者が就労等により昼間家庭にいない場合に、児童が安全に過ご
せる遊び場や生活の場を提供するための施設です。定員や支援員の状況などにより利用者を
決定して利用いただいていることから、突発的な利用の対応は行っていません。
　一時的な預かりや短時間の利用を希望される場合は、本町では子育ての援助を受けたい方
と子育ての援助を行いたい方をマッチングして援助を行うファミリーサポートセンター事業
（子育て援助活動支援事業）を実施していますので、こちらの活用を検討してください。
　放課後児童クラブでの長期休暇中の受入については、定員、実施場所の確保、支援員の確
保の問題などで実施していませんが、令和７年度中に長期休暇中の受入に関するニーズ調査
を行う予定です。その調査結果を踏まえ、実施方法等について研究したいと考えています。

　不登校の子どもや発達に特性のある子どもへの支援は、喫緊の課題であると認識しており、
誰もが安心して相談でき、必要な支援につながる体制づくりは、今後ますます重要になって
くると考えています。
　現在、町立幼稚園の統合により空き施設となっている旧古城幼稚園施設の活用について、
「不登校等の総合相談窓口」としての機能も含め、子どもの支援施設（（仮称）教育支援セン
ター）とすることを検討中です。検討にあたっては、教育委員会だけでなく、多くの方々の
意見を聞く意見交換会を実施するとともに、子育て支援や福祉部門、さらに外部の専門家な
どとも連携しながら、町として最も効果的な支援の在り方を整理し、「誰一人取り残さない
支援体制」を目指していきます。

障がい者の避難計画や避難方法は？

放課後児童クラブで一時預かりや短時間の利用はできないの？

不登校や発達障がいなどを相談できるセンター的な機関（医療機関や
カウンセラー、学校などが連携できる）の設置の考えは？
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問 実証実験後のデータ活用は。
答　地域ごとに利用者の世代、時間、経路、
金額等を分析。

問 ウオーカブルなまちづくりとは。
答　松前駅から義農公園まで歩道を整備
し、歩いて過ごせる街を想定。

問 高齢者も対象か。
答　今年度、地区公民館に e スポーツ機
器を設置。若者と高齢者が交流しな
がら参加できるよう進める。

問 予算を超える申請の場合は。
答　可能な限り実施できるよう対応する。

デマンドタクシー（乗合）
実証実験

・円安、物価高騰、人材獲得競争の激化等に
より厳しい経営を強いられている状況におい
ても、採用競争の強化、雇用の維持等のため
に賃金の引上げを実施する町内事業者に対
し、奨励金を交付するもの

1162万円

松前駅周辺地区
都市再生整備

まさき文化祭でeスポーツ
8770万円

感震ブレーカー設置補助
150 万円

500万円

予算決算
補正予算を
チェック

快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
基
盤
づ
く
り
へ

委員会ニュース

一般会計補正予算 (１回目 ) ４億 1742 万円増額一般会計補正予算 (１回目 ) ４億 1742 万円増額一般会計補正予算 (１回目 ) ４億 1742 万円増額

150 万円

問 予算を超える申請の場合は。

簡易タイプ バネ式

500 万円

問 非正規従業員への支援は。
答　以前、国からの補助が行われている。

事業者賃上げ応援奨励金
1500万円

一般会計補正予算 (２回目 ) 1507 万円増額一般会計補正予算 (２回目 ) 1507 万円増額一般会計補正予算 (２回目 ) 1507 万円増額

その他の補正予算

△減額

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計　保険事業
介護サービス事業

△309万円

148万円

1144万円
13万円
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問 設計に高額の費用を支払っている
が、鋼矢板の影響について判断で
きていなかったのか。

答　鋼矢板の影響については現場で施
工している段階で、地盤の状況を
踏まえての判断であった。

8069 万円増額

問 予備機の積算根拠は。
答 前回は、児童生徒数の 12％に当た
る 315 台を予備機とした。そのほ
とんどが故障や破損の対応となっ
た。そこで、今回は上限である
15％の 370台とした。

GIGAスクール用端末購入 筒井地区雨水貯留施設の
工事費増額

今
の
暮
ら
し
を
後
押
し
す
る
改
正
を

委員会ニュース

そ
の
他
の
議
案

・
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正

・
税
条
例
の
一
部
改
正

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

・
塩
屋
排
水
機
整
備
工
事
請
負

契
約
の
締
結

・
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

全
て
慎
重
に
審
議
し
、

い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

報　告
〇令和６年度一般会計から令和７年度へ

〇令和６年度水道事業会計から令和７年度へ

〇令和６年度下水道事業会計から令和７年度へ

〇令和６事業年度松前町土地開発公社収支決算

14億 1598 万円 を繰越

19億 1462 万円 を繰越

3980万円 を繰越

資産：6721万円
負債：5304万円　資本：1417万円

国の補助事業について、未執行予算の積極的な
活用の案内があったことから、当該事業の予算
措置を前倒しで行ったため

一般会計繰越の主なもの

・水道事業繰出金 4 億 6610 万円
・筒井地区雨水対策 2 億 1396 万円
・文化センター中規模改修
   1 億 8250 万円
・一般町道等整備 1 億 6040 万円
・塩屋地区雨水対策        7470 万円
・町制施行 70 周年記念  7300 万円

繰越理由はいろいろある
だろうが、事業は年度内
に完了するよう努めるべ
きではないだろうか。

総務産業
建　　設
文教厚生
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一般質問

※すべての質問を掲載しているわけではありません。
詳しく知りたい方は、QRコードを読み取り、録画中継をご覧ください。

一般質問

重松 知之
議員

　
自
治
体
が
先
手
を
打
っ
て
動
か
な

け
れ
ば
今
後
危
機
的
な
状
況
を
招
く

の
で
は
な
い
か
。

　
子
育
て
の
前
提
と
な
る
「
出
会
い
」

や
「
結
婚
」
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
人
口
政
策
に
お
い
て
重

要
な
観
点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
、
松
山
圏
域
の
３
市
３
町
で

は「
ま
つ
や
ま
圏
域
未
来
共
創
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
基
づ
き
、
出
会
い
・
交
流
支

援
事
業
を
広
域
連
携
で
推
進
し
て
い

る
。

　
「
出
会
い
か
ら
結
婚
、
子
育
て
へ
」

と
つ
な
が
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
今
後
も
広
域
連

携
を
軸
と
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
取
組

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

災
害
時
に
支
援
物
資
を
迅
速
に
届
け

る
体
制
の
構
築
を
。

男
女
の
出
会
い
の
場
の
創
出
は

松
山
圏
域
で
の
広
域
連
携
に

よ
り
開
催
し
て
い
る

B-order

と

い
う
民
間
の
防

災
D
X
サ
ー
ビ

ス
導
入
の
考
え

は
な
い
か
。

　
本
町
で
は
、

災
害
発
生
時
に

町
の
備
蓄
管
理
や

物
資
要
請
に
関
す
る
体
制
は

外
部
シ
ス
テ
ム
導
入
事
例
の

検
討
を
行
い
、
本
町
の
課
題
解
決

を
進
め
て
い
き
た
い

迅
速
な
対
応
を
図
る
た
め
、「
物
資
調

達
・
輸
送
調
整
等
支
援
シ
ス
テ
ム
」

を
令
和
２
年
度
か
ら
導
入
し
て
き
た
。

　
こ
の
た
び
、
国
の
シ
ス
テ
ム
更
新

に
伴
い
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
は
後

継
の
シ
ス
テ
ム
「B-PLo

」
に
運
用
を

切
り
替
え
て
い
る
。

　
災
害
時
の
物
資
要
請
体
制
に
お
い

て
は
、
町
単
独
の
備
蓄
に
は
限
界
が

あ
る
た
め
、
県
や
周
辺
自
治
体
と
の

広
域
支
援
協
定
に
加
え
、
民
間
事
業

者
と
の
連
携
強
化
も
進
め
て
い
る
。
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本
町
の
観
光
資
源
は
、
魅
力
や
規
模

の
面
で
広
域
の
集
客
力
に
は
欠
け
る
。

観
光
、
交
流
機
能
の
創
出
の
課
題
分
析

と
具
体
的
な
方
策
が
必
要
で
は
。

　
本
町
は
単
に
一
過
性
の
賑
わ
い
を

求
め
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
個
性

を
生
か
し
た
持
続
可
能
な
観
光
・
交

流
施
策
の
構
築
を
目
指
し
次
の
３
つ

の
柱
を
も
と
に
進
め
て
行
く
。

①
西
の
浜
エ
リ
ア
の
利
活
用

　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
た
な
交

流
・
滞
在
の
拠
点
形
成
を
行
い
、

　
防
災
、
環
境
保
全
な
ど
複
合
的
視

　
点
を
加
え
た
モ
デ
ル
地
区
に

②
埋
も
れ
た
地
域
資
源
の
再
発
見

　
地
域
の
歴
史
文
化
や
自
然
環
境
な

　
ど
の
物
語
性
を
加
味
し
再
構
成

③
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

既
存
イ
ベ
ン
ト
を
見
直
し
、「
た
わ

わ
祭
」
を
「
た
わ
わ
フ
ェ
ス
タ
」

　
と
し
て
マ
ル
シ
ェ
形
式
の
交
流
イ

　
ベ
ン
ト
に

　
子
ど
も
の
発

達
障
害
の
早
期

発
見
に
も
つ
な

が
る
５
歳
児
健

診
は
、
国
も
推

奨
し
て
い
る
。

早
期
に
国
の
支
援
を
も
と
に
で
き

る
こ
と
は
や
っ
て
ほ
し
い
。

藤岡　緑
議員

５
歳
児
健
診
実
施
に

つ
い
て
の
考
え
は

令
和
８
年
度
中
の
実
施
開
始
を

目
指
し
て
い
る

活
力
あ
ふ
れ
る
町
の
観
光
、

交
流
機
能
の
創
出
に
向
け
て
は

現
在
、
３
つ
の
柱
を
中
心
に

段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

一般質問

村井 慶太郎
議員

　
参
議
院
選
挙
の
結
果
に
よ
っ
て

は
、
松
前
町
政
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
迅

速
で
適
切
な
対
応
が
可
能
な
の
か
。

　
選
挙
結
果
に
伴
う
政
策
転
換
の
可

能
性
に
つ
い
て
は
、
常
に
注
視
し
て

い
く
。

　
一
方
で
、
地
方
自
治
体
は
地
域
の

実
情
や
住
民
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
、

自
立
的
・
持
続
的
な
行
政
運
営
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
国
の
政
策
に
変
化
が
生
じ
た
場
合

も
、
そ
れ
が
町
民
生
活
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
か
を
冷
静
に
見
極

め
た
う
え
で
、
柔
軟
か
つ
迅
速
に
必

要
な
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

国
政
選
挙
結
果
が
町
政
へ

及
ぼ
す
影
響
は

影
響
を
与
え
る
か
を

冷
静
に
見
極
め
る

国
と
の
連
携
を
図
っ
て
、
町
と

し
て
の
方
針
を
し
っ
か
り
と

持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
近
年
、
本
町

の
経
常
収
支
比

率
が
上
昇
し
て

い
る
。
本
町
に

災
害
等
が
発
生

し
た
場
合
、
対

応
で
き
る
の
か
。

近
年
の
経
常
収
支
比
率
で

災
害
発
生
時
に
対
応
で
き
る
か

基
金
を
積
み
立
て
、
一
定
の

即
応
性
を
確
保
し
て
い
る

　
本
町
の
経
常
収
支
比
率
は
、
過
去

10
年
に
わ
た
り
お
お
む
ね
80
％
台
後

半
で
推
移
し
て
い
る
。
直
近
の
年
度

に
お
い
て
も
特
段
急
激
に
上
昇
し
て

い
な
い
。

　
災
害
対
応
の
た
め
の
基
金
は
３
億

円
程
度
積
立
て
て
い
る
。
大
規
模
災

害
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
国
の
制
度
設
計
に
基
づ
き
、
災
害

復
旧
事
業
や
復
興
支
援
に
必
要
な
国

庫
補
助
や
地
方
債
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

実
施
の
検
討
を
。

　
本
年
１
月
に
、
子
育
て
支
援
課
、

学
校
教
育
課
、
伊
予
医
師
会
の
代
表

小
児
科
医
、
町
内
９
つ
の
保
育
施
設

が
参
加
す
る
形
で
「
第
１
回
松
前
町

５
歳
児
健
診
実
施
に
向
け
た
検
討
会
」

を
開
催
し
、
導
入
に
向
け
た
協
議
を

開
始
し
た
。

　
専
門
職
の
人
材
確
保
や
健
診
後
の

支
援
体
制
整
備
、
費
用
面
で
の
課
題

整
備
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
実
施
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。
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一般質問

　
不
登
校
児
童
生
徒
本
人
は
い
ろ
い

ろ
悩
み
、
苦
し
ん
で
い
る
。
本
人
だ

け
で
な
く
保
護
者
も
悩
み
、
苦
し
ん

で
い
る
が
、
保
護
者
の
ケ
ア
は
。　

　
不
登
校
は
本
人
だ
け
で
な
く
、
保

護
者
に
と
っ
て
も
精
神
的
な
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
で
は
、

保
護
者
に
対
し
て
も
相
談
窓
口
を
開

設
し
周
知
す
る
と
と
も
に
、
学
校
や

関
係
機
関
と
の
連
携
が
進
む
よ
う
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
不
登
校
や
発
達
障
害
な
ど
に
つ
い

て
相
談
で
き
る
相
談
窓
口
の
設
置
の

考
え
は
。

　
本
町
に
お
け
る
相
談
窓
口
と
し
て

は
、小
中
学
校
に
配
置
し
て
い
る
ハ
ー

ト
な
ん
で
も
相
談
員
や
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
が
あ
る
。
今
年
度

か
ら
、
教
育
委
員
会
に
特
別
支
援
教

育
の
経
験
豊
か
な
元
教
員
を
２
人
配

置
し
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
ま
た
、
旧
古
城
幼
稚
園
施
設
の
活

用
に
つ
い
て
、「
不
登
校
等
の
総
合
相

談
窓
口
」
と
し
て
の
機
能
も
含
め
、

子
ど
も
の
支
援
施
設
と
す
る
こ
と
を

検
討
中
で
あ
る
。

本
人
の
ケ
ア
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、保
護
者
の
ケ
ア
も
大
切
で
あ
る
。

保
護
者
の
悩
み
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
る
機
関
の
設
置
を
望
む
。

曽我部 秀司
議員

不
登
校
な
ど
の
相
談

窓
口
の
設
置
は

開
設
に
向
け
検
討
中

不
登
校
児
童
生
徒
の

保
護
者
の
ケ
ア
は

相
談
窓
口
を
開
設
し
周
知
す
る

渡部 惠美
議員

　
電
気
料
金
の
高
騰
に
伴
い
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
住
宅
が
増
加
。

蓄
電
池
を
併
設
す
る
こ
と
で
夜
間
や

雨
天
時
、
停
電
時
に
も
電
気
の
使
用

が
可
能
と
な
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

防
災
対
策
に
も
な
る
。
ま
た
新
築
を

考
え
中
の
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
に

も
つ
な
が
る
の
で
は
。

　
子
育
て
支
援
や
防
災
計
画
と
の
整

合
性
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
度
か
ら

町
単
独
で
の
蓄
電
池
導
入
の
補
助
を

目
指
す
。

　
ま
た
県
で
実
施
し
て
い
る
住
宅
用

太
陽
光
発
電
設
備
の
共
同
購
入
事
業

の
周
知
も
図
る
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
に
向
け
た
補
助
は

次
年
度
の
導
入
を
目
指
す

先
生
た
ち
が
子
ど
も
た
ち
と
向
き

合
う
時
間
が
増
え
、
保
護
者
の
不

安
に
寄
り
添
い
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
。

　
教
育
現
場
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
に
も
専
門
相
談
窓
口
が
必
要
で
は
。

　
保
護
者
や
地
域
か
ら
の
意
見
は
学

校
が
直
接
対
応
し
内
容
に
応
じ
教
育

委
員
会
と
連
携
し
て
い
る
。
専
門
窓

口
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
が
、
本

町
の
警
察
Ｏ
Ｂ
職
員
や
顧
問
弁
護
士
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
専
門

家
と
連
携
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

学
校
問
題
解
決
の
支
援
は

関
係
機
関
や
専
門
家
と
協
力
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自
宅
を
空
家
に
し
な
い
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
が
北
伊
予
地
区
で
開
催
さ
れ

た
が
、
今
後
の
予
定
は
。

　
松
前
地
区
は
７
月
５
日
に
、
岡
田

地
区
は
12
月
に
開
催
予
定
。
広
報
ま

さ
き
へ
の
掲
載
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
知
ら
せ
欄
へ
の
掲
載
、
L
I
N
E

ア
カ
ウ
ン
ト
で
の
告
知
の
ほ
か
、
自

治
会
と
も
連
携
し
て
告
知
し
て
い
く
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
。

　
北
伊
予
地
区
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で
住

民
が
自
宅
を
将
来
空
家
に
し
な
い
た

め
に
何
を
す
べ
き
か
を
主
体
的
に
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
こ
の
こ

と
を
受
け
、
今
後
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

相
続
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や
解
体
、
空
家

の
福
祉
活
用
と
い
っ
た
具
体
的
テ
ー

マ
を
取
り
扱
い
、
よ
り
実
践
的
な
参

一般質問

影岡 俊範
議員

　
移
動
投
票
所
の
運
用
は
。

　
本
町
で
も
、
免
許
を
返
納
さ
れ
た

高
齢
者
の
方
か
ら
「
投
票
所
が
遠
く

な
り
、
行
き
づ
ら
く
な
っ
た
」
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

ご
意
見
に
は
真
摯
に
耳
を
傾
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
投
票
所
へ
の
無
料
送
迎
タ
ク
シ
ー

制
度
は
。

　
「
無
料
」
で
あ
る
こ
と
が
公
平
性

や
持
続
性
の
観
点
で
課
題
と
な
る
場

合
が
あ
る
。
既
に
導
入
済
み
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
は
利
用
率
が
低
く
、

所
期
の
効
果
に
至
っ
て
い
な
い
と
の

声
も
耳
に
し
て
い
る
。

移
動
困
難
者
の

投
票
支
援
は

必
要
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
を

検
討
し
て
い
く

実
現
の
可
能
性
を
調
査
の
上
、
本
町

ら
し
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
の
ひ
と
つ

と
し
て
注
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
本
町
の
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
可
能

性
は
。

　
本
町
と
し
て
も
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
の
取
組
が
実
現
で
き
る
か
を
検
討

す
る
価
値
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
は
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
地
域
活
性
化
の
両

立
を
図
る
上
で
、
本
町
ら
し
い
可
能

性
を
秘
め
た
分
野
で
あ
る
。
今
後
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
ま
ず
は
情
報

収
集
や
関
係
機
関
と
の
意
見
交
換
か

ら
着
実
に
進
め
て
い
く
。

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
取
組
は

そ
の
実
現
に
向
け
て
、

着
実
に
進
め
て
い
く

　
福
祉
事
業
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
は
。

　
今
年
度
、
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

を
行
い
、町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
し
っ

か
り
反
映
さ
せ
て
い
く
。
今
後
、
地

域
課
題
に
即
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

の
必
要
性
が
明
確
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連
携
を

図
る
な
ど
し
て
検
討
す
る
。

空
家
実
態
調
査
の
結
果
解
析
、
地
域

福
祉
計
画
の
策
定
な
ど
、
将
来
を
見

据
え
た
計
画
の
策
定
を
。

池内 邦仁
議員

住
ま
い
の
終
活
セ
ミ
ナ
ー

の
今
後
は

各
所
で
セ
ミ
ナ
ー
を
予
定

笑
顔
で
暮
ら
せ
る

健
康
づ
く
り
の
実
現
は

地
域
福
祉
計
画
を
策
定

加
型
の
内
容
に
発
展
さ
せ
た
い
。

　
ま
た
、
10
月
に
は
、
ま
さ
き
文
化

祭
に
お
い
て
、
空
家
相
談
会
を
予
定
。
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制
服
に
つ
い
て
、
性
差
の
少
な
い
、

ま
た
気
候
に
合
わ
せ
て
調
節
し
や
す

い
ブ
レ
ザ
ー
の
導
入
は
。

　
生
徒
・
保
護
者
等
の
意
見
や
、
社

会
の
状
況
等
を
踏
ま
え
検
討
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
校
則
の
内
容
は
、
児
童
生
徒
や
保

護
者
の
声
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
か
。

　
時
代
の
進
展
に
沿
っ
て
い
る
か
。

　
児
童
生
徒
の
内
省
を
促
し
、
主
体

が
児
童
生
徒
に
あ
る
こ
と
を
実
感
で

き
る
等
、
教
育
的
効
果
を
持
つ
も
の

と
な
っ
て
い
る
か
。

　
町
内
で
も
学
校
に
よ
っ
て
違
う
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、
児

童
会
・
生
徒
会
で
の
意
見
集
約
、Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
会
な
ど
で
意
見
を
聴
取
し

て
い
る
。
地
域
の
状
況
や
時
代
の
進

展
に
沿
っ
た
も
の
に
な
る
よ
う
見
直

し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
児
童
生
徒
が
校
則
に
対

校
則
の
内
容
の
実
態
と

見
直
し
は

地
域
の
状
況
や
時
代
の
進
展
な
ど

に
対
応
で
き
る
よ
う
校
則
検
討

委
員
会
で
見
直
し
て
い
る

ブ
レ
ザ
ー
の
導
入
は

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
等
を
踏
ま
え

検
討
を
進
め
て
い
く

池田 幸子
議員

一般質問・臨時会

積
極
的
に
校
則
を
見
直
し
、
時
代
背

景
に
合
っ
た
、
児
童
生
徒
主
体
の
教

育
的
効
果
を
も
つ
も
の
へ
。

す
る
理
解
を
深
め
、
主
体
性
を
培
う

機
会
と
し
て
い
き
た
い
。

　
積
極
的
な
内
容
の
見
直
し
が
行
わ

れ
て
い
る
か
、
児
童
生
徒
や
保
護
者

が
参
加
で
き
て
い
る
か
等
、
見
直
し

の
方
法
は
。

　
児
童
生
徒
や
保
護
者
も
参
加
す
る

校
則
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
児
童

生
徒
や
保
護
者
の
意
見
を
聴
取
し
て

進
め
て
い
る
。

第
２
回
臨
時
会

専決処分の報告
総合文化センター中規模改修
建築主体工事変更請負契約の締結

変更額　150万円減額

変更額　1941万円増額

国民健康保険療養給付費負担金について、令和７年
３月請求分の支払に不足が生じたため

施行前に外壁の全数調査を行った結果、改修
箇所が大幅に増加することになったため 改修箇所が減となったため

い
ず
れ
も
承
認
・

可
決
し
ま
し
た
。

５
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
臨
時

会
で
は
、
報
告
１
件
、
議
案
４
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

江川住宅外壁改修工事
(1・2棟 )

変更請負契約の締結

専決処分の承認

826 万円増額
〇令和６年度国民健康保険
　特別会計補正（６回目）

〇税条例の一部改正

〇国民健康保険税条例の一部改正
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インタビュー

・
利
用
者
さ
ん
が
笑
顔
で
楽
し
く
過
ご

し
て
く
れ
る
こ
と

・
自
立
す
る
た
め
の
一
歩
の
き
っ
か
け

作
り
が
で
き
た
と
き

・
経
済
的
な
安
定
（
金
銭
面
／
就
労
／

生
活
）
が
図
れ
る
道
筋
が
で
き
た
と

き
・
本
人
の
希
望
が
叶
っ
た
と
き

・
地
域
を
よ
く
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て

い
る
こ
と

・
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
方
の
手
助

け
が
で
き
る
こ
と

・
解
決
で
き
そ
う
も
な
い
課
題
が
出
て

き
た
と
き

・
制
度
の
狭
間
で
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
な
い
と
き

・
多
岐
に
わ
た
る
支
援
と
乳
児
か
ら
高

齢
者
に
な
る
ま
で
の
長
期
に
わ
た
る

支
援
の
責
任

・
困
っ
て
い
る
本
人
以
外
（
環
境
・
家

族
な
ど
）
と
の
意
識
統
一
や
支
援
の

方
向
性
の
調
整
が
難
し
い

・
担
い
手
不
足

・
業
務
は
年
々
増
え
て
お
り
、
忙
し
く
、

超
過
勤
務
が
多
い
が
、
定
期
昇
給
は

年
々
減
っ
て
い
る

・
少
な
い
給
料
に
対
す
る
不
安

・
病
院
の
減
少(

閉
鎖
／
医
者
の
高
齢
化)

・
地
域
活
動
を
し
て
く
れ
る
方
の
高
齢

化
と
後
継
者
不
足

・
福
祉
資
金
不
足
／
人
材
（
介
護
職
員
）

不
足

・
教
育
の
町
な
の
に
教
育
の
何
に
力
を

入
れ
て
い
る
の
か
不
明

・
道
が
狭
い

・
担
当
課
に
も
よ
る
が
縦
割
り
で
あ
り

問
題
を
一
体
的
に
考
え
て
ほ
し
い

・
エ
ミ
フ
ル
以
外
に
松
前
に
来
る
き
っ

か
け
が
少
な
い

・
災
害
が
少
な
い

・
水
が
豊
富

・
人
柄
が
良
い

・
エ
ミ
フ
ル
が
あ
り
、
町
の
若
返
り
（
活

気
）
が
あ
る
よ
う
に
思
う

・
コ
ン
パ
ク
ト
で
福
祉
の
連
携
が
取
り

や
す
い

・
住
み
や
す
い
（
平
地
／
面
積
）

・
松
山
市
に
近
く
利
便
性
が
良
い

・
麦
／
お
た
た
さ
ん

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け
る

仕
事
の
や
り
が
い
は

苦
労
や
悩
み
は

松
前
町
の
よ
い
と
こ
ろ
は

松
前
町
の
問
題
点
は

大
変
な
お
仕
事
で
す
が
、
皆
さ
ん
で

ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
、
と
も
に
地
域

福
祉
の
推
進
を
。

社会福祉協議会
の方に聞きました

田口雄斗さん・久保貴章さん・深沼見圭子さん・吉本寿俊さん

・
高
齢
者
福
祉
の
事
業
が
減
少
し
て
い

る
の
で
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い

・
福
祉
大
会
や
福
祉
イ
ベ
ン
ト
に
ぜ
ひ

参
加
し
て
も
ら
い
、
活
動
を
見
て
ほ

し
い

・
町
全
体
で
防
災
へ
の
意
識
が
高
ま
る

よ
う
な
提
案
を

・
よ
り
良
い
教
育
の
町
に
し
て
ほ
し
い

・
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
を
し
て
ほ
し

い
・
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
は
励
み
に

な
る 議

会
に
望
む
こ
と
は

　社会福祉協議会の皆さんに仕事や町のこと
などを聞いてみました。
　なお、デイサービスと喫茶みどりは 10 月末
で終了が決定いたしました。
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記

後

集

編

次号議会だよりの掲載の締切りは 8月末です。
300字程度で必ず名前・住所・連絡先・
ペンネーム（希望する場合）をお書きください。
（投書多数の場合は、広報委員会で決定）

メールは、町のホームページからタイトルに「町民の声」
と入力の上「議会事務局」へお送りください。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
支
え
る
給
食
と
教
育
へ
の
投
資
を

　
ニ
ュ
ー
ス
で
、
給
食
の
唐
揚
げ
が
ひ
と
つ
だ
け
と
い
う
報
道
を
目
に
し
ま
し
た
。

松
前
町
で
も
物
価
高
騰
の
中
で
給
食
費
の
無
償
化
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
、

給
食
の
質
や
あ
り
方
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
の
成
長

を
支
え
る
大
切
な
食
事
だ
か
ら
こ
そ
、保
護
者
と
し
て
は
、子
ど
も
の
た
め
に
し
っ

か
り
と
お
金
を
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
同
時
に
、
教
育
の
あ
り
方
も
見
直

し
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
健

康
と
教
育
に
こ
そ
、
優
先
的
に
予
算
を
投
じ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

大
字
筒
井　

ペ
ン
ネ
ー
ム
ひ
ま
わ
り

　
令
和
５
年
８
月
、
改
選
後
、
新
人

事
に
よ
り
議
会
広
報
常
任
委
員
７
人

が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
約
２

年
間
、
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
の
作

成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
々
が
こ
の
「
議
会
だ
よ

り
」
を
手
に
取
り
、
読
ん
で
い
た
だ

け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
委

員
み
ん
な
で
考
え
、
119
号
（
令
和
６

年
５
月
１
日
発
行
）
で
は
、
紙
面
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
こ
の
「
議

会
だ
よ
り
」
を
と
お
し
て
議
会
活
動

や
政
治
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
さ
ら
に
内
容
等
の
工
夫
に

努
め
て
い
き
ま
す
。（
曽
我
部
秀
司
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
用
語
説
明

9月8日（月）
9月2日（火）～24日（水）

委
員
長

曽
我
部
秀
司

副
委
員
長　
　
池
田　
幸
子

委　
　
員　

影
岡　
俊
範

委　
　
員　
　
城
村
ト
キ
子

委　
　
員　
　
渡
部　
惠
美

委　
　
員　
　
池
内　
邦
仁

委　
　
員　
　
重
松　
知
之

町民の声ほか

委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
の
と
こ
ろ
に
、

と
き
ど
き
「
専
決
処
分
の
承
認
」
と

「
専
決
処
分
の
報
告
」
っ
て
あ
る
け
ど
、

ど
う
違
う
の
？

「
専
決
処
分
」
と
は
本
来
議
会
が
議

決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
を
時

間
的
に
議
会
の
招
集
を
待
て
な
い
場

合
な
ど
、
行
政
の
遅
れ
や
滞
り
を
防

ぐ
た
め
、
例
外
的
に
町
長
が
議
会
の

議
決
に
代
わ
り
意
思
決
定
す
る
こ
と

な
ん
だ
。

　

専
決
処
分
に
は
２
種
類
あ
る
よ
。

　

一
つ
目
は
、
時
間
的
に
議
会
の
招

集
を
待
て
な
い
緊
急
な
場
合
な
ど
の

専
決
処
分
で
、
こ
の
場
合
、
議
会
へ

報
告
し
、
議
会
の
承
認
が
必
要
な
ん

だ
。「
議
会
だ
よ
り
」
で
は
、
省
略
し

て
「
承
認
」
と
し
て
い
る
け
ど
ね
。

　

二
つ
目
は
、
あ
ら
か
じ
め
議
決
に

よ
っ
て
指
定
（
委
任
）
し
て
い
る
も

の
で
、
軽
微
な
内
容
の
修
正
な
ど
は

「
報
告
」
だ
け
で
い
い
ん
だ
。
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